
○　福島県水道ビジョン策定に当たっての現状分析・課題の抽出方法の考え（手法）

現状分析や課題の抽出に当たっては、以下の2つの手法によりアプローチしていく。

　①資料１－２の分析項目について把握を行い、その客観的な分析データから現状や課題等を抽出する。

　②事業体等からのアンケート等による生の声からも課題等の把握を行う。

＜①のイメージ＞

分類 現状分析の視点 分析項目 現状・課題　※下記の記載内容はイメージ

クリプトスポリジウム

対策実施状況
・○％以上の事業体で対策が講じられていない

水源汚染等の状況 ・汚染件数　H30：□件　H29：●件　H28：■件

水安全計画策定状況 ・△％の事業体で策定されている。

水質基準超過状況 ・基準超過件数　H30：▲件　H29：△件　H28：▲件

　　　　　　

管種別の布設状況 ・石綿セメント管の残存率は○%となっている。

耐震管と非耐震管の布設

状況
・耐震管：非耐震管の割合　□％：●％

施設の耐震対策実施状況 ・未対策の施設が■割を占める。

水道水は安定的に供給されているか。 断水発生状況 ・発生件数　H30：△件　H29：▲件　H28：△件

水源水量
・○割の事業体で十分な水源水量を確保

＜②のアンケート＞

　　昨年12月に実施したアンケート結果参照（資料１－３）

　　　※今後必要に応じて事業体等への聞き取りや追加アンケート等を実施していく。
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のリスクへの対策がなされるか。
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